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　海外の主要国と比べて低い水準にある労働生産性を

向上させることが日本経済の課題の一つとなっています

が、どうすれば生産性は向上するのでしょうか（資料1）。

　この疑問の答えになりそうなのが、ICT（情報通信技

術）の利活用です。足元では、人手不足に悩むサービス業

などを中心に、ICTを活用することで省力化や業務効率

化を行い、労働生産性の向上を図る動きが活発化してい

ます（資料2）。例えば、小売業では、タブレット端末の導入

により職員の作業負担を軽減させるほか、AIが売れ筋商

品を自動発注するシステムを導入することで、省力化を

実現するとともに生産性を向上させています。また、サー

ビス業だけでなく製造業においても、IoTによって生産シ

ステムの最適化・自律化を図ったスマート工場と呼ばれる

製造現場作りなどがされています。

　ICTの利活用が幅広い産業で進む一方で、一つ問題が

あります。それはICT利活用のための環境整備が十分に

実施されていないことです。総務省の調査によると、ドイ

ツでは環境整備を実施している企業が8割近くあるのに

対して、日本では5割弱にとどまっています（資料3）。実施

していると答えた企業では、ICTの効果を最大限に引き出

すために、自社組織の見直しやICTを使いこなせる人材

の育成・雇用などに取り組んでいるようです。

　環境整備を行ったうえで、自社にあった形でICTを利活

用していくことが生産性向上のポイントとなりそうです。

「ICT」が生産性向上のポイントに

ICT利活用に向けた環境整備が急務

資料1 世界の労働生産性

（出所）総務省『平成30年通信利用動向調査』

資料2 ICT利活用の事例

（出所）日本銀行『さくらレポート』

資料3 ICTの利活用のための環境整備

（出所）総務省『情報通信白書』（平成30年）
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